



Newcomer Female University Students’ Communications with Friends  





［Abstract］ On the basis of a questionnaire survey for 189 female students, this research inves-
tigates the relation between the new scale of newcomer university students’ consciousness of 
friendship 2017 (four subscales) and the degree of their use of eight IT communication tools; 
and the relation between the disclosure by face-to-face communication and the communication 
through IT tools for four aspects of self-difficulty to tell and the same scale.  Through the exami-
nation of the survey results with the four subscales, the following tendencies have been identified: 
(1) The group that is using IT tools more frequently than other groups indicates the significantly 
higher degree of tendency to be sociable compared with others. (2) The group whose degree of 
self-disclosure about the four aspects of self-difficulty to tell is higher than others’ indicates the 
significantly higher degree of tendency to be sensitive about others’ evaluation on themselves as 




























究を続けてきた（尾﨑 ･ 久東，1998, 1999, 2000a, 2000b, 2001, 2002, 2003, 007a, 2007b, 2009, 2010, 









































/スマホメール、LINE、 Twitter、 Facebook、Skype、Instagram、 mixi）を利用しているか、4件法（1. まっ
たく利用しない、2. ほとんど利用しない、3. 時々利用する、4. よく利用する）で回答してもら
























人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
A. 同性の友人    1. 幼・小・中・高校で知り合った友人 186 98.4 3 1.6 189 100.0
   2. 大学で知り合った同じ学科の友人 189 100.0 0 0.0 189 100.0
   3. 大学で知り合った他学科の友人（目白・西生田キャンパス） 163 86.2 26 13.8 189 100.0
   4. .大学入学後に知り合った他大学の友人 111 58.7 78 41.3 189 100.0
   5.  習い事や趣味で知り合った友人 88 46.6 100 52.9 189 100.0 1)
   6. アルバイト先で知り合った友人 86 45.5 103 54.5 189 100.0
   7. ネット上で知り合った友人 48 25.4 139 73.5 189 100.0 2)
B. 異性の友人    8. 幼・小・中・高校で知り合った友人/恋人 132 69.8 57 30.2 189 100.0
    または恋人    9. 大学入学後に知り合った他大学の友人/恋人 113 59.8 76 40.2 189 100.0
  10. 習い事や趣味で知り合った友人/恋人 31 16.4 157 83.1 189 100.0 1)
  11. アルバイト先で知り合った友人/恋人 70 37.0 119 63.0 189 100.0
  12. ネット上で知り合った友人/恋人 16 8.5 172 91.0 189 100.0 1)
1) 合計に不明1名を含む   2) 不明2名を含む
つき合いがある つき合いがない 合計
































たく利用しない、2. ほとんど利用しない、3. 時々利用する、4. よく利用する）による回答結果を
Table 2 に示した。
Table  2  友人とのコミュニケーション手段と利用度
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
  1. 対面（実際に会って話す） 0 0.0 1 0.5 6 3.2 182 96.3 189 100.0
  2. 通話（固定電話や携帯電話で話す） 15 7.9 62 32.8 70 37.0 42 22.2 189 100.0
  3. 手紙 108 57.1 60 31.7 19 10.1 1 0.5 189 100.0 *
  4. パソコンメール（大学・自宅のメール） 114 60.3 52 27.5 15 7.9 8 4.2 189 100.0
  5. 携帯/スマホのメール 50 26.5 68 36.0 39 20.6 32 16.9 189 100.0
  6. LINE 1 0.5 0 0.0 6 3.2 182 96.3 189 100.0
  7. Twitter 35 18.5 14 7.4 33 17.5 106 56.1 189 100.0 *
  8.  Facebook 150 79.4 22 11.6 13 6.9 4 2.1 189 100.0
  9.  Skype 156 82.5 21 11.1 10 5.3 2 1.1 189 100.0
 10. Instagram 58 30.7 24 12.7 33 17.5 74 39.2 189 100.0
 11. mixi 185 97.9 4 2.1 0 0.0 0 0.0 189 100.0
* 合計に不明1名を含む
T able 2 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友 友





















「2. あまりあてはまらない」「3. ややあてはまる」「4. よくあてはまる」の4件法による回答結果に 
1～4の評定値を与え、回答者189名の全17項目に対する評定値により因子分析（主因子法、バリマッ
クス回転）を行った。その結果、Table3の通り4因子が抽出され、「交友関係意識尺度2017」とした。
Table  3  「交友関係意識尺度 2017」因子分析結果（主因子法・バリマックス回転）
項目 F1 F2 F3 F4 共通性
 因子1： 他者評価過敏                         α係数＝.813     尺度得点＝16
 10. 自分が友人からどう評価されているのか、気になる .801 -.008 .075 .201 .688
　3. 友人に嫌われるのではないかと恐れている .729 -.120 -.153 .167 .598
 12 .友人に「つまらない人」と思われているのではないかと気になる .609 .024 .022 .374 .511
   8. 友人とのつき合いで、自分が傷つくのを恐れている .546 .117 -.116 .371 .463
 因子2： 自己開示                                α係数＝.788     尺度得点＝16
   7. 自分が不安になったり落ち込んだ時に、友人に相談する .027 .796 .091 .024 .644
 14. 自分で解決できない問題を抱えた時、友人に助けを求めるようにしている .062 .692 .250 .001 .545
   5 .自分の心の内を、友人に打ち明ける方だ -.131 .652 .084 -.148 .471
 17. 友人に、自分の進路についての悩みを話すことがある .011 .609 .064 -.090 .383
 因子3： 社交性                                   α係数＝.734     尺度得点＝20
 13. 数人のグループでも、友人たちとの雑談を楽しめる -.071 .128 .666 -.212 .510
   2. 友人をつくるのは苦手だ * .273 -.212 -.649 .156 .565
   4. 友人のグループでつき合うのに、抵抗を感じない -.189 .037 .589 .075 .390
 15. なるべく多くの友人を作りたいと思う .294 .121 .560 -.027 .415
   9 .キャンパスで友人に会ったら、自分から話しかけたいと思う .061 .073 .518 -.061 .281
 因子4：自己表現苦手意識                   α係数＝.661     尺度得点＝16
 11.  対面で友人に間違いを指摘することができない .238 -.100 -.035 .654 .496
   1 . 面と向かうと、思っていることを友人にはっきり言えない .311 -.230 -.157 .541 .467
 16.  友人に、対面で頼みごとを言いにくい .117 -.121 -.171 .512 .319
   6. 友人と意見が異なる時は、面と向かうと相手に合わせてしまいがちだ .106 .046 .008 .438 .206
因子寄与 2.248 2.100 1.972 1.631
累積寄与率（％） 13.226 25.576 37.179 46.771
* は逆転項目





















ついて、Table 2の4. パソコンメール、5. 携帯/スマホのメール、6. LINE、7. Twitter、8. Facebook、9. 





Table  4  「ネット利用度によるコミュニケーションスタイル」2 群の分布
コミュニケーション ネット利用度
スタイル 平均値
 ネット利用度L（低）群 78 48.2 14.26  ネット利用度得点 11～16
 ネット利用度H（高）群 84 51.8 19.32  ネット利用度得点 18～25
合　計 162 100.0
















Table  5  「ネット利用度によるコミュニケーションスタイル」2 群における交友関係範囲による比較
コミュニケーション 交友範囲
スタイル 平均値
 ネット利用度L（低）群 76 5.87 2.07
 ネット利用度H（高）群 84 7.12 2.35
T able  5  「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 2「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「
**p<.01
人数 t 値 有意確率SD
-3.552 .001 **




イル」2群（Table 4）で「交友関係意識尺度2017」4因子の尺度値平均の比較を t 検定によって行っ
た結果を、Table 6に示した。




  1.他者評価過敏  ネット利用度L（低）群 10.59 3.07
 16点満点（10, 3, 12, 8）  ネット利用度H（高）群 10.89 2.47
  2.自己開示  ネット利用度L（低）群 10.96 2.70
 16点満点（7, 14, 4, 17）  ネット利用度H（高）群 11.49 2.74
  3.社交性  ネット利用度L（低）群 13.92 3.04
 20点満点（13, 2r, 4, 15, 9）  ネット利用度H（高）群 15.31 2.69
 4.自己表現苦手意識  ネット利用度L（低）群 9.83 2.43
 16点満点（11, 1, 16, 6）  ネット利用度H（高）群 9.65 2.39
** p<.01
T able 6 「「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「2「 「 「 「 「 「「 「 「 「 「 「 「 「 2017「「 「 「 「 「 「 「 「






















女子学生は、対面に加えて LINE や Twitter など多様なネットによって友人とコミュニケーショ
ンをとっているが、ありのままの自分を伝える自己開示的コミュニケーションにおいて、特に伝
えにくい自己の4側面（1. 精神的自己の情緒的側面、2. 実存的自己、3. 血縁的自己、4. 身体的自
己の性的側面）について、対面とネットでどの程度伝えているのかを4件法（1.全く伝えていない、















自己の側面 質問項目 対面平均値 ネット平均値 t値
 精神的自己（情緒的側面）  1. 傷ついた経験や落ち込んだ気持ちについて 3.02 2.39 7.893 .000 ***
 実存的自己  2. 疎外感や孤独感について 2.24 1.94 4.063 .000 ***
 血縁的自己  3. 家族に対する不満や心配事について 2.50 1.87 8.701 .000 ***
 身体的側面（性的側面）  4. 性に関する関心や悩みについて 1.94 1.62 4.999 .000 ***
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ニケーションにおいては、女子学生は携帯メールより対面で伝えることを重視しているという結




（2） 「伝えにくい自己の側面についての自己開示スタイル」4 群と「交友関係意識尺度 2017」と
の関連











自己開示スタイル 人数 ％ 分類基準
 対面L（低）・ネットL（低）群 67 35.4 対面開示度9以下・ネット開示度7以下
 対面L（低）・ネットH（高）群 32 16.9 対面開示度9以下・ネット開示度8以上
 対面H（高）・ネットL（低）群 26 13.8 対面開示度10以上・ネット開示度7以下
 対面H（高）・ネットH（高）群 64 33.9 対面開示度10以上・ネット開示度8以上
合　計 189 100.0


























交友関係意識尺度 自己開示スタイル 尺度値平均 SD F 値
 対面L（低）・ネットL（低）群 10.18 2.79
  1.他者評価過敏  対面L（低）・ネットH（高）群 11.06 2.93
 16点満点（10, 3, 12, 8）  対面H（高）・ネットL（低）群 10.08 2.76
 対面H（高）・ネットH（高）群 11.59 2.44
 対面L（低）・ネットL（低）群 10.15 2.82
 2.自己開示  対面L（低）・ネットH（高）群 10.35 2.73
 16点満点（7, 14, 4, 17）  対面H（高）・ネットL（低）群 11.77 2.03
 対面H（高）・ネットH（高）群 12.42 2.00
 対面L（低）・ネットL（低）群 14.48 3.19
 3.社交性  対面L（低）・ネットH（高）群 14.56 2.93
 20点満点（13, 2r, 4, 15, 9）  対面H（高）・ネットL（低）群 15.04 2.36
 対面H（高）・ネットH（高）群 14.67 2.83
 対面L（低）・ネットL（低）群 9.73 2.18
 4,自己表現苦手意識  対面L（低）・ネットH（高）群 10.63 2.67
 16点満点（11, 1, 16, 6）  対面H（高）・ネットL（低）群 9.58 2.86
 対面H（高）・ネットH（高）群 9.80 2.24
    *** p<.001  * p< .05
















友人」は 100.0%、「他学科の友人」も 58.7% と半数を超えていて、入学して 4 か月近くの
66
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時点での友人づくりがおおむね順調であることがうかがえた。また、「異性の友人または
恋人」とのつき合いでは、大学入学前からの「幼・小・中・高校で知り合った友人」は 7
割近くの 69.8%、「大学入学後に知り合った他大学の友人 / 恋人」も 37.0% あり、異性と
のつき合いを積極的に求めなくなってきているという一般的な傾向は見られなかった。
（2）  新入女子学生が友人とコミュニケーションをとる手段と利用度（「時々利用する」と「よ
く利用する」への回答）については、対面（99.5%）と LINE（99.5%）が第 1 位で、第 3
位が Twitter（73.6%）、第 4 位が Instagram（56.7%）、第 5 位が携帯 / スマホのメール（37.6%）
で、女子学生にとっては対面に加えて LINE を中心とする多様なネットの利用が欠かせな
いコミュニケーション手段となっていることがわかった。




（4）  「ネット利用度によるコミュニケーションスタイル」2 群と、新たに尺度化した「交友
関係意識尺度 2017」との関連を検討した。その結果、「社交性」尺度に有意差がみられ、「ネッ
ト利用度 H（高） 群」の尺度値平均が「ネット利用度 L（低）群」より高かった。多様なネッ
トの利用は、女子学生にとって友人づくりを促進する上で役立っている可能性が示唆され
た。
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